
プログラム

1日目　9月20日（土）
受付 9 : 20～　開会 ：9 : 50～

 ※以下の  の講演等は、CNS・CN資格更新認定研修に該当する。

学術集会企画   第1会場、第2会場

9 : 50～9 : 55 開会式・オリエンテーション

9 : 55～10 : 10 会長講演 第1会場（4階多目的ホール）

座長：西沢 義子（弘前医療福祉大学大学院地域健康支援学研究科）

「温故創新―放射線看護のパラダイムシフト―」
佐藤 美佳（ 福島県立医科大学大学院医学研究科）

10 : 20～11 : 00 特別講演1 第1会場（4階多目的ホール）

座長：山下 俊一（福島県立医科大学副学長）

「変化を進化へ―建学150年　福島医大の挑戦―」
竹之下 誠一（福島県立医科大学　理事長兼学長）

11 : 10～12 : 00 基調講演 第1会場（4階多目的ホール）

座長：佐藤 美佳（福島県立医科大学大学院医学研究科）

「放射線看護師は何を目指すか？」
太田　勝正（ 東都大学沼津ヒューマンケア学部）



11 : 00～12 : 00 教育講演1  第2会場（4階401中会議室）

座長：佐藤 菜保子（福島県立医科大学看護学部）

「放射線治療によるがん免疫の活性化と免疫放射線治療」
鈴木 義行（福島県立医科大学　医学部　放射線腫瘍学講座）

13 : 30～14 : 30 教育講演2 第2会場（4階401中会議室）

座長：佐藤 みつ子（福島県立医科大学附属病院）

「核医学治療の現状とこれから」
志賀 哲（福島県立医科大学　先端臨床研究センター）

13 : 30～14 : 30 シンポジウム1  第1会場（4階多目的ホール）

 座長：安村 誠司（ 福島県立医科大学放射線医学
県民健康管理センター長）

佐藤 美佳（福島県立医科大学大学院医学研究科）

「原発事故から14年：事故によって避難指示を経験した地域
の保健活動」

S1‒1 福島県における被災者への健康支援活動
風間 聡美（福島県相双保健福祉事務所）

S1‒2 全町避難からの復興・まちづくり～富岡町の現在
工藤 奈織美（富岡町健康づくり課）

S1‒3 避難指示を経験した地域における薬剤師の役割と多職種連携
飯塚　織恵（一般社団法人福島県復興支援薬剤師センター　ならは薬局）



14 : 50～16 : 20 シンポジウム2  第1会場（4階多目的ホール）

座長：上澤 紀子（福島県立医科大学附属病院）
佐藤 裕美子（弘前大学医学部附属病院）

「高精度放射線治療における看護師の役割」

S2‒1 高精度放射線治療における看護師の役割 
～放射線治療専門医とがん患者からの視点で～
佐藤 久志（福島県立医科大学　保健科学部　診療放射線科学科）

S2‒2 放射線看護の専門性を深める医学物理の視点
小森 慎也（南東北BNCT研究センター　放射線治療品質管理室）

S2‒3 高精度放射線治療における看護師の役割
飯沼 由紀恵（東北大学病院　看護部がん放射線療法看護認定看護師）

14 : 40～15 : 40 トピックス講演1 第2会場（4階401中会議室）

座長：山下 俊一（福島県立医科大学副学長）

「原発事故におけるリスクコミュニケーションと看護師・ 
保健師の役割」

熊谷 敦史（ 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構　放射線医学
研究所）

15 : 50～16 : 50 トピックス講演2 第2会場（4階401中会議室）

座長：二丹 玲子（福島県立医科大学附属病院副院長兼看護部長）

「福島県助産師会における母子支援活動」
小谷 寿美恵（一般社団法人福島県助産師会会長）



委員会企画 第3会場、第4会場

14 : 40～15 : 40 国際交流委員会企画 第3会場（3階企画展示室C・D）

座長：山口 拓允（埼玉医科大学）

「英語論文の抄読の仕方」

14 : 40～15 : 30 編集委員会企画 第4会場（3階企画展示室A・B）

座長：吉田 浩二（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

優秀論文賞／受賞者講演会・表彰式

15 : 50～16 : 50 学術推進委員会企画 第4会場（3階企画展示室A・B）

座長：野戸 結花（弘前大学大学院保健学研究科）

「放射線看護モデルシラバスの活用に向けて 
―モデル授業 その6 動画・視聴覚教材で理解する放射線と
放射線防護―」

交流集会 第3会場、第5会場

13 : 30～14 : 30 交流集会1 第3会場（3階企画展示室C・D）

「オンサイト医療の概要と看護師等医療スタッフの体制構築
の取り組みについて」

山本 尚幸（公益財団法人原子力安全研究協会　放射線災害医療研究所長）

14 : 40～15 : 40 交流集会2 第5会場（5階小研修室）

「放射線診療における困難事例に関する検討会第5回」
大石 景子（国立病院機構長崎医療センター看護部）

15 : 50～16 : 50 交流集会3 第3会場（3階企画展示室C・D）

「神経内分泌腫瘍に対するペプチド受容体放射性核種療法 
看護の情報交換会」

佐藤 良信（福島県立医科大学看護学部）



一般演題（口演） 第4会場、第5会場

11 : 10～12 : 10 口演1群 第4会場（3階企画展示室A・B）

［原子力災害］ 座長：佐藤 良信（福島県立医科大学看護学部）

O-01 原子力災害を想定した訓練の準備と実施における課題と対策 
～院内の体制整備に向けた取り組み～
原口 栄子（地方独立行政法人　佐世保市総合医療センター）

O-02 放射線リスクコミュニケーションの教育プログラム評価
成田 秀貴（弘前大学大学院保健学研究科）

O-03 原発事故による避難指示後に「地域に残る」ことを選んだ福祉
施設の実践と意義―地域包括ケアの視点からの再考―
伊東 尚美（福島県立医科大学医学部放射線健康管理学講座）

11 : 10～12 : 10 口演2群 第5会場（5階小研修室）

［核医学治療］ 座長：上澤 紀子（福島県立医科大学附属病院）

O-04 放射性ヨード内用療法における、患者の安全な治療の遂行と 
看護師の医療被ばくを最小限にするための取り組み
夏賀 悠華（浜松医科大学医学部附属病院）

O-05 RI内用療法患者でのミリ波レーダーによる非接触モニタリン
グシステム導入後の看護ケアの満足度の検証
冨澤 登志子（弘前大学大学院）

O-06 RI内用療法を受ける患者の治療前後のメンタルヘルスおよび
ケアの満足度の検証
吉田 茉莉恵（北海道医療センター附属札幌看護学校）

O-07 RI病棟の急変症例を通しての急変対応体制整備へ向けた取り
組み
石川 遼太（福島県立医科大学附属病院）



O-08 アイソトープ治療センターの災害に備えた取り組み
松田 亜弓（九州大学病院看護部）

13 : 30～14 : 30 口演3群 第4会場（3階企画展示室A・B）

［放射線看護教育］ 座長：根里 明子（量子科学技術研究開発機構　QST病院）

O-09 Webシラバスを用いた看護師養成機関における放射線看護教
育の実施状況調査
高橋 李乃（弘前大学医学部保健学科放射線技術科学専攻）

O-10 看護師国家試験における放射線関連問題の出題傾向
加藤 乃々愛（弘前大学医学部保健学科放射線技術科学専攻）

O-11 放射線治療看護に関する体験型研修が受講直後の新人看護師に
与えた認識の変化
林 諒（滋賀県立総合病院）

O-12 がん放射線療法看護認定看護師の実践・指導・相談活動に関す
る考察
加藤 知子（東邦大学）

13 : 30～14 : 30 口演4群 第5会場（5階小研修室）

［放射線治療Ⅰ］ 座長：守屋 靖代（昭和医科大学病院）

O-13 緩和的放射線療法における心理社会的支援に関する研究の動向
辻本 あかね（千葉大学大学院看護学研究科）

O-14 放射線治療初診患者が抱える気がかりと支援の検討
諏訪 由美子（東京慈恵会医科大学附属第三病院）

O-15 放射線治療に伴う放射線性食道炎の予防を目的としたグルタミ
ン製剤の有用性について 
―IDASを用いたQOLの比較検証―
村田 繁（日本赤十字社長崎原爆病院）



O-16 前立腺がんIMRTにおける下剤使用による排便調整と有害事象
への影響
丸山 朋恵（広島がん高精度放射線治療センター）

O-17 喉頭がん放射線治療晩期症状の嗄声について現状と考察
平野 敏子（大阪赤十字病院）

15 : 50～16 : 50 口演5群 第5会場（5階小研修室）

［放射線看護・看護倫理］ 座長：増島 ゆかり（日本医科大学武蔵小杉病院）

O-18 光環境デザインを取り入れたCT室から受ける、患者と医療者
の思いのアンケート調査
原田 裕美（東京科学大学病院）

O-19 放射線看護における倫理的課題
高松 幸子（昭和医科大学江東豊洲病院）

O-20 放射線看護における倫理調整
高松 幸子（昭和医科大学江東豊洲病院）

企業展示、ランチョンセミナー、懇親会 示説会場・企業展示、第5会場、福島グリーンパレス

9 : 50～17 : 00 企業展示 示説会場・企業展示（5階研修室AB・企画展示室）

12 : 15～13 : 15 ランチョンセミナー1 第5会場（5階小研修室）

協賛：サージカル・スパイン株式会社 座長：二階堂 琢也（福島県立医科大学医学部）

「放射線＝怖い？ 正しく知って、正しく防ぐ 
―現場看護師のための放射線リテラシー」

山下 一太（徳島大学運動機能外科学教室（整形外科））

18 : 00～ 懇親会 福島グリーンパレス



プログラム

2日目　9月21日（日）
受付 9 : 00～　　閉会 ：15 : 50～

学術集会企画 第1会場、第2会場、第4会場、第5会場

9 : 30～10 : 50 ワークショップ  第5会場（5階小研修室）

進行：緑川 弘子（一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院）

「みんなで考えよう！　被覆材の固定方法」
アドバイザー： 齋藤 優紀子（福島県立医科大学附属病院　看護部）
 関本 さなえ（竹田総合病院　看護部）
 七海 陽子（ 総合南東北病院　看護部）
事 例 提 案 ： 橋本 美香（ 総合南東北病院　看護部）
 高野 綾子（ 総合南東北病院　看護部）

9 : 30～11 : 00 シンポジウム3  第1会場（4階多目的ホール）

座長：三浦 浅子（福島県立医科大学大学院医学研究科）
北島 麻衣子（弘前大学大学院保健学研究科）

「放射線看護CNSが語る放射線看護」

S3‒1 放射線看護CNSが語る放射線看護
守屋 靖代（昭和医科大学病院）

S3‒2 私の放射線看護の今までとこれから
浅井 望美（国立がん研究センター中央病院　看護部）

S3‒3 放射線看護に出会い、学び、楽しむ
佐藤 良信（福島県立医科大学看護学部）



10 : 40～12 : 10 シンポジウム4 第4会場（3階企画展示室A・B）

座長：堀田 昇吾（東京医療保健大学立川看護学部）
市田 隆雄（大阪公立大学医学部附属病院）

日 本放射線技術学会・日本放射線看護学会共同企画 
「「協働」―放射線治療におけるチーム医療に求められるもの」

S4‒1 「協働」―放射線治療におけるチーム医療に求められるもの 
診療放射線技師としてのチーム医療への貢献と協働の在り方
大吉 一（国立がん研究センター東病院　放射線技術部放射線治療技術室）

S4‒2 「協働」―放射線治療におけるチーム医療に求められるもの 
～看護師の立場から～ 
「がんとの共生を支える為のチーム医療の実践」
沼口 香織（山梨大学医学部附属病院　がんセンター）

13 : 20～14 : 50 シンポジウム5 第5会場（5階小研修室）

座長：米倉 一磨（ NPO法人相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会　
相馬広域こころのケアセンターなごみ）

髙橋 香子（福島県立医科大学看護学部）

「災害後のメンタルヘルス～伝えたい支援者支援の実践と教訓」

S5‒1 原子力災害後中長期の支援者支援 
～被災地の支援者を支える多層的な支援体制の重要性～
瀬籐 乃理子（ 福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター兵庫県こころ

のケアセンター）

S5‒2 復興の現場で自治体職員のこころを保護する要因と阻害する要因
小林 智之（関西学院大学社会学部）

S5‒3 原発事故後と学校
井戸川 あけみ（元公立学校養護教諭）

S5‒4 14年目に支援者支援を振り返って
伏見 香代（相馬地方基幹相談支援センター拓）



10 : 40～12 : 50 特別企画：映画上映会 第2会場（4階401中会議室）

※ドイツワールドメディアフェスティバル2025ドキュメンタリー部門　銀賞受賞作品

「生 きて、生きて、生きろ。」 
喪失と絶望の中で生きる人々とともに生きる医療従事者
たちの記録

出　演：蟻塚 亮二、米倉 一磨、他
監督・撮影・プロデューサー：島田 陽磨
編集：前嶌 健治
音楽：渡邊 崇
製作・配給：日本電波ニュース社　2024年 /113分
終了後トーク：米倉 一磨（出演者）

11 : 00～12 : 00 教育講演3  第5会場（5階小研修室）

座長：堀口 ひろみ（総合南東北病院）

「頭頸部がんに対するIVRと放射線治療の融合」
中里 龍彦（ 一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院　頭頸部

画像診断センター　放射線治療部門腫瘍カテーテル治療部）

13 : 10～14 : 00 特別講演2 第4会場（3階企画展示室A・B）

座長：野戸 結花（弘前大学大学院保健学研究科）

「放射線と向き合う看護」
草間 朋子（大分県立看護科学大学名誉学長）

13 : 10～14 : 10 トピックス講演3  第2会場（4階401中会議室）

座長：立﨑 英夫（福島県立医科大学医学部）

「原子力災害における間接的健康影響と屋内退避の課題  
―福島・能登の事例から看護職の役割を考える」

坪倉 正治（福島県立医科大学医学部放射線健康管理学講座）



委員会企画 示説会場・企業展示（5階研修室AB・企画展示室）

11:30～13:15 学術推進委員会・放射線看護キャリア開発グループ共同企画

よろず相談Cafe

交流集会

9 : 30～10 : 30 交流集会4 第2会場（4階401中会議室）

「福島県浪江町の特定復興再生拠点区域における放射線リス
クコミュニケーション活動と教材開発」

田中 和貴（弘前大学　被ばく医療総合研究所）

一般演題（口演） 第3会場（3階企画展示C・D）

9 : 30～10 : 30 口演6群

［放射線看護・放射線防護］ 座長：土橋 仁美（鹿児島大学病院）

O-21 ペプチド受容体放射性核種療法を導入開始したA病院での放射
線に関する知識の実態調査
福井 瑛子（長崎大学病院）

O-22 放射線業務における看護師教育と支援体制の課題検討
石橋 利香（大阪国際メディカル＆サイエンスセンター大阪けいさつ病院）

O-23 X線CT撮影時における看護師の放射線防護行動の実態と影響
要因
德竹 美喜子（JA長野厚生連北信総合病院）

O-24 急変対応の一次救命処置の質の向上に向けた取り組みの効果  
～シミュレーション後の振り返り学習と一次救命処置訓練を通して～
平 千亜紀（ 旭川医科大学病院　光学医療診療部・放射線部ナースステーション）



11 : 00～12 : 00 口演7群

［放射線治療Ⅱ］ 座長：吉田 浩二（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

O-25 頭頚部領域の放射線治療において急性放射線皮膚炎予防にポリ
ウレタンフィルム貼付が効果的であった一例
大石 景子（独立行政法人国立病院機構長崎医療センター）

O-26 肛門管癌患者の放射線皮膚炎に対する看護の実態調査
磯田 彩（九州大学病院）

O-27 標準的スキンケアが放射線皮膚炎の予防と軽減に及ぼす効果の
検証
岩下 恵子（大分県立看護科学大学）

O-28 放射線治療を受ける頭頚部がん患者用ネックカバー開発のため
の調査
佐藤 裕美子（弘前大学医学部附属病院）

一般演題（示説） 示説会場・企業展示場（5階研修室AB・企画展示室）

11 : 10～12 : 00 示説1群

座長：伊東 尚美（福島県立医科大学医学部）
小池 祐未（福島県立医科大学附属病院）

P-01 前立腺がんIMRTにおける照射位置再現に影響する蓄尿・排
便・排ガスのコントロールと看護に関する実態調査
野戸 結花（弘前大学大学院保健学研究科）

P-02 前立腺がん強度変調放射線治療を受ける患者のセルフマネジメ
ント支援ツール「放射線治療ノート」の有用性
野戸 結花（弘前大学大学院保健学研究科）

P-03 前立腺がん放射線治療中の患者が抱える栄養指導遵守における
困難感の要因
岡本 聡子（日本赤十字社医療センター看護部）



P-04 乳癌術後放射線治療患者への心理的負担軽減の取り組み 
体表マーカーレスの導入
佐々木 智子（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院　看護部）

P-05 放射線治療看護におけるがん放射線療法看護認定看護師の新た
な役割の検討 
ー体験型研修におけるファシリテーター経験を通してー
小林 千帆（滋賀県立総合病院）

P-06 放射線治療における看護師の皮膚ケア統一に向けた看護師教育
と安全な治療提供への取り組み
守屋 靖代（昭和医科大学病院）

P-07 造影CT検査における造影剤副作用カードの活用に関する実態
調査
白倉 典子（山梨県立中央病院）

P-08 密封小線源治療導入・治療開始に向けての看護師の取り組み
多宇　盛子（沖縄県立中部病院）

P-09 頭頚部腫瘍に対する超選択的動注化学療法を受けた患者への支援
～多職種カンファレンスで情報共有した効果と課題～
武田 宏子（一般財団法人脳神経疾患研究所　附属　総合南東北病院　放射線科）

P-10 前立腺がんに放射線療法を受ける患者の腸管ガスコントロール
への介入の検討
芹口 直美（広島がん高精度放射線治療センター）

P-11 前立腺癌患者における陽子線治療中の腸内ガス減少に向けた取
り組みと課題
緑川 弘子（一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院）

P-12 放射線についての新人看護師の理解度と今後の教育課題
緑川 弘子（一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院）



P-13 神経内分泌腫瘍の放射線治療実施時における放射線看護師の役
割について
山田 智恵（藤田医科大学病院）

P-14 放射線看護専門看護師の役割の授業展開の検討 
～がん看護専門看護師が行った授業方法の考察を試みて～
三浦 浅子（福島県立医科大学国際被ばく保健看護学講座）

P-15 放射線単科A病院における看護師の特性と雇用について 
患者満足度評価とプラチナナースへの調査より
小林 晶子（量子科学技術研究開発機構　QST病院）

市民公開講座&環境省セミナー 第1会場（4階多目的ホール）

14 : 15～15 : 20 市民公開講座&環境省セミナー

朗 読と音楽による構成劇 
「生きている　生きてゆく～ビッグパレットふくしま避難
所記より～」

演者：富岡町民劇団ホーム
特別出演：和合 亮一
脚本・演出：青木 淑子

企業展示、ランチョンセミナー 示説会場・企業展示、第5会場

9 : 30～16 : 30 企業展示 示説会場・企業展示（5階研修室AB・企画展示室）

12 : 10～13 : 10 ランチョンセミナー2 第5会場（5階小研修室）

協賛：千代田テクノル株式会社 座長：山下 俊一（福島県立医科大学副学長）

「放射線災害―その影と光」
長谷川 有史（福島県立医科大学医学部放射線災害医療学講座）



次回案内、閉会式 第1会場（4階多目的ホール）

15 : 30～15 : 50 次回開催地会長ご挨拶

次回（第15回学術集会）テーマ

「放射線看護のネクストステージAI・多職種との共創」
冨澤 登志子（弘前大学大学院保健学研究科）

15 : 50～16 : 00 閉会式


